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刺激の受容と応答 

 

第１問 刺激の受容と応答に関する以下の文を読み、問１〜４に答えなさい。 

 

私たち人を含む動物は体内外の刺激に応答して、その刺激を適切に処理し、反

応している。人は主として五知覚（視覚、聴覚、味覚、嗅覚、触覚）をもってお

り、体の外の刺激を体内に取り入れて、いろいろな行動や反応をすることができ

る。  

 

問１ 屋外にいるとき、急に大きな雷鳴が鳴り、慌てて安全な建物の中に入るま

での生体内での反応の仕組みを、順序を追って述べなさい。ただし説明文

に「骨格筋」、「情報処理」、「聴覚器」の用語を入れて述べなさい。 

問２ コウモリは人では聴くことのできない音を聴くことができるが、その理

由を述べなさい。またコウモリは暗闇の中を飛んだり、暗い洞穴の中にも

飛んで入ることができるのは、どのような働きの仕組みを持ち、機能をも

っているのかを説明しなさい。 

問３ 人が景色を見たりするときに光刺激の受容器として目がある。人の目の

断面図を書き、目を構成する構造要素の名称とその働きを述べなさい。 

問４ 私たち人を含む脊椎動物と昆虫などの無脊椎動物では中枢神経系のでき

方に共通点と異なる部分がある。どのような事柄か共通であり、どのよう

な部分が異なるのかを述べなさい。 

 

 

（第１問終わり） 
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遺伝学 

 

第２問 以下の文を読み、問１〜５に答えなさい。 

 

 ポリメラーゼ連鎖反応（PCR）は、多数の DNA 分子の中から目的とする特定の

領域を試験管内で何回も複製して増幅する手法である。PCR 反応には、適切な緩

衝液に、目的領域の塩基配列を含む２本鎖 DNA、プライマー、DNA ポリメラーゼ、

( ア )があれば良く、温度管理が自動化された装置を用いてごく微量な DNA か

ら目的領域を数 10 億コピーも迅速に合成することができる。このため、生物学

的研究とバイオテクノロジーの分野に大きな影響を与えてきた。 

 真核生物のゲノムには、２塩基から 5 塩基の短い配列を単位としたコピーが

直列に繰り返している反復 DNA 配列が、多数存在している。図 1 に相同染色体

上の異なる遺伝子座における反復 DNA 配列(遺伝的マーカー)の反復回数と、あ

る集団におけるそれぞれの頻度を示した。同じ領域に存在する反復 DNA 配列で

あっても反復の回数はさまざまであり、個体により大きく異なることになる。こ

のような領域は、PCR で増幅して電気泳動で分離することにより、反復回数を容

易に決定できる。これらを解析する DNA 鑑定が、身元確認等の有益な証拠とし

て法律の専門家や科学者に認められている。 

 

遺伝的マーカー①   遺伝的マーカー②   遺伝的マーカー③ 

反復回数 頻度  反復回数 頻度  反復回数 頻度 
8   0.007  １   0.015  18   0.293 
10   0.321  ２   0.005  19   0.011 
11   0.373  ３   0.058  20   0.021 
12   0.233  ４   0.078  21   0.032 
13   0.066  ５   0.118  22   0.043 
   ６   0.324  23   0.016 
   ７   0.196  24   0.335 
   ８   0.127  25   0.037 
   ９   0.059  26   0.016 
   10   0.020  28   0.078 
      29   0.059 
      30   0.016 
      31   0.043 

 

図１ 遺伝子座が異なる反復 DNA 配列（遺伝的マーカー）の反復回数と、ある集

団中の頻度 
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問１ 空欄（ア）に入る適切な語を記しなさい。 

問２ 細胞内で行われる DNA 複製は人工的に行う PCR とはいくつもの点で異な

っている。次の①〜③の過程における両者の違いを具体的に述べなさい。 

① ２本鎖 DNA の分離 

② DNA 合成の開始 

③ DNA の合成 

問３ 反復 DNA 配列はどのようにして生じると考えられるか、また、ゲノム中

のどのような位置に多く見られるか述べなさい。 

問４ 図１の集団の個体において、各遺伝的マーカーの遺伝子型が①が12と13,  

   ②が６と６，③が 18 と 19 の組み合わせとなる確率を求めるための数式

を記しなさい。 

問５ あるサンプル（毛髪など）の由来する個体を特定するために、遺伝的マー

カーを複数調査して、DNA 鑑定を行う。そのサンプルが調査した個体に由

来するかしないかの証拠として、それぞれどのような結果が求められる

か述べなさい。 

 

（第２問終わり） 
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植物生理学 

 

第３問 以下の文を読み、問 1〜６に答えなさい。 

 

 植物の根には多くの組織が存在する。外側から順に、表皮、皮層、  1  が

あり、その内側に内鞘や維管束が存在する。根の先端部には根端分裂組織があ

り、そこで細胞分裂を行って細胞の数を増やして根は成長する。根端分裂組織

は、根冠と呼ばれる組織によって覆われ、（イ）根冠の細胞には  ２  と呼ば

れる色素体が存在しており、その  ２  が平衡石として働いて重力の方向

を検知し、根は重力の方向に向かって伸長する。 

 マメ科植物の根を土から掘り出すと、丸い顆粒状のものが付いているのが観

察される。この顆粒状のものは根粒と呼ばれ、根粒の細胞には根粒菌という細菌

が入り込んでいて、（ロ）植物体と根粒菌の間には共生関係が成り立っている。根

粒は土壌中に窒素化合物が十分に存在するときには形成されず、窒素化合物が

不足しているときに形成される。根粒菌は  ３  という酵素を持っていて、

その酵素の働きで空気中の  ４  ガスを  ５  に変換することができ

る。 

 根粒が形成される際には、マメ科植物と根粒菌との間でシグナル物質を介し

た相互作用がある。マメ科植物の出したフラボノイドを根粒菌が感知すると、根

粒菌はノッドファクターと呼ばれる物質を分泌し、次に、（ハ）根にある根毛細胞

が根粒菌の分泌したノッドファクターを感じとり、根毛の先端が丸まって根粒

菌を閉じ込める。さらに、根粒菌は植物細胞の細胞膜が貫入してできる感染糸を

通って根の内部に侵入し、根粒菌が入り込んだ皮層の細胞では細胞分裂が起こ

って根粒が形成される。 

マメ科の植物であるミヤコグサから根粒形成に異常を示す多くの変異体が分

離されている。それらの変異体のうち、ある変異体 x と y では、根粒の形状や

大きさは野生株とほぼ同じであるものの、形成する根粒の数に違いがある。野生

株と変異体の根に根粒菌を感染させ、同一条件下で栽培したときに生じた根粒

の数と植物体の生育状況を調べたところ表１の結果が得られた。 
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さらに、野生株と変異体 x の地上部と地下部を切り離し、それぞれの地上部と

地下部を組み合わせた接ぎ木（4 通り）によって植物体を作製した。得られた植

物体について、根に根粒菌を感染させ、同一条件下で栽培したときに生じた根粒

の数を調べたところ、表 2 の結果が得られた。 

 

 

問１ 文中の空欄１〜５に入る最も適切な語句を答えなさい。 

問２ 下線部（イ）について。根冠は、重力の方向を感知するだけでなく、他に

も重要な機能を担っている。おもな機能を答えなさい。 

問３ 下線部（ロ）について。マメ科植物と根粒菌の間ではどのような共生関係

が成り立っているか、知られていることを答えなさい。 

問４ 下線部（ハ）について。根粒菌が分泌するノッドファクターの構造は、根

粒菌の種によって異なり、マメ科植物が感じることのできるノッドファ

クターも種によって異なっている。このことは、根粒菌とマメ科植物の間

での相互作用においてどのような意味を持つと考えられるか答えなさい。 

問５ 表１の結果から、変異体 x と変異体 y は野生株に比べて生育が悪いこと

がわかる。変異体 x では野生株に比べて根に形成する根粒の数が多いに

も拘らず、野生株よりも生育が悪いのはなぜか。推測される理由を答えな

さい。 

問６ 表１と表２の結果から、変異体 x で変異を起こした遺伝子についてわか

ることを、理由とともに答えなさい。ただし、変異体 x においてその遺伝

子は機能を失っているものとする。 

 

 

（第３問終わり） 
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発生生物学 

 

第４問 細胞分化に関する以下の文を読み、問１〜３に答えなさい。 

 

 細胞分化は、発生生物学の中心的課題である。（ア）わずかな例外を除いて、発

生における細胞分化に伴って、（イ）ゲノムそのものは変化しない、と考えられて

いる。すなわち、細胞分化は、細胞特異的（選択的）遺伝子発現によるというの

が、現在の主要な考え方である。細胞特異的遺伝子発現の機構としては、（ウ）種々

の因子による転写制御、（エ）DNA やヒストンの修飾による発現制御（エピジェネテ

ィクス）、などが考えられている。 

 

問１ 下線部（ア）について、分化に伴ってゲノムが変化する細胞として知られ

ている細胞名を答えなさい。また、そのゲノムの変化の概要を説明しなさ

い。 

問２ 下線部（イ）について、多くの場合に細胞分化に伴ってゲノムそのものが

変化しない証拠と考えられる現象を二つ選んで説明しなさい。 

問３ 下線部（ウ）について、ホルモンがある細胞の遺伝子発現を制御する過程

を、水溶性ホルモンと脂溶性ホルモンの場合に分けて説明しなさい。 

問４ 下線部（エ）について、DNA とヒストンにどのような修飾が起こるのか、

それぞれが遺伝子発現にどのように影響するかを説明しなさい。 

 

 

（第４問終わり） 
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生殖・比較内分泌学 

 

第５問 動物の生殖に関する以下の文を読み、問 1〜5に答えなさい。 

 

生殖は、生命の継続になくてはならない生命現象の一つである。動物の世界

には、ァ 無性生殖と有性生殖という二つの様式があるが、極めて多くの動物

種は、主として、あるいは全面的に有性生殖を行っている。そのため ィ 性の

存在は、繁殖成功を高めていると考えられている。 

有性生殖を行う動物では、雌雄が別個体、すなわち雌雄異体である種が多

く、大型で運動性のない卵を作るのが雌、小型で運動性のある精子を作るのが

雄とされている。個体の性別は、発生段階の特定の時期に決定されるが、動物

種によって、遺伝子が性決定に関わる遺伝性決定（表１）を示すものもいれ

ば、環境要因が性決定に関わる環境性決定を示すものもいる。なお、多くの種

が遺伝性決定をみせる脊椎動物では、性染色体上に乗っているヒトの SRY 遺伝

子やメダカの DMY 遺伝子、アフリカツメガエルの DM-W 遺伝子のような性決定

遺伝子が同定されている。 

表１ 雌雄異体の脊椎動物における性決定の染色体システム 

染色体システム 染色体の構成 動物 

X-Y システム 雄ヘテロ型 大部分の哺乳類、メダカなど一部の魚類 

X-O システム 雄ヘテロ型 一部のネズミ 

Z-W システム 雌ヘテロ型 
鳥類、ヘビ、一部の両生類、ウナギなど一

部の魚類 

 

脊椎動物の性決定には、遺伝的な要因だけでなく、ゥ 生殖腺から分泌され

る性ステロイドホルモン（以下、性ホルモン）も関わっている。鳥類から魚類

に至る非哺乳類の性決定は、哺乳類にくらべて、より直接的な性ホルモンの影

響を受けている。それだけでなく、性ホルモンは、成長と発達を介して雌雄の

形質の違い（性的二型）を生ずるとともに、性成熟、生殖周期および性行動に

も影響を与える。 

上にもふれたように、生殖は連続した多くの現象が秩序正しく生起すること

で成り立つ生命現象で、雌雄に拘わらず、視床下部、脳下垂体前葉、および生

殖腺のホルモンの協調作用によって制御されている。視床下部ニューロンの終

末から放出された生殖腺刺激ホルモン放出ホルモン（GnRH）は、脳下垂体前葉
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の生殖腺刺激ホルモン産生細胞に作用して卵胞（=濾胞）刺激ホルモン（FSH）

と黄体形成ホルモン（LH）を分泌させる。FSH と LH は、生殖腺の組織細胞に分

布する受容体と結合し、性ホルモンの産生を促進して、配偶子形成を促進す

る。なお、視床下部－脳下垂体－生殖腺系におけるホルモンの協調作用は、一

方通行ではなく、性ホルモンによる視床下部および脳下垂体へのフィードバッ

ク機構も存在する。 

 

問１ 下線部アにある無性生殖と有性生殖のそれぞれを、簡潔に説明し、それ

がどのような動物種で見られるか述べなさい。 

問 2 下線部イに「性の存在は繁殖成功を高めている」とある。では、性が存

在することにどのような利点があるから繁殖成功が高まると考えられて

いるのか、答えなさい。 

問 3 表にある性決定の染色体システムのそれぞれが、どのようにして性決定

に関わるのかを、簡潔に述べなさい。なお、哺乳類の X-Y システムで

は、性決定遺伝子 SRY がどのように働いているのかについてもふれなさ

い。 

問 4 下線部ウに示されている生殖腺から分泌される性ホルモンには、三つの

グループがある。どのようなグループがあるのか、それぞれのグループ

内で主要とされているホルモンは何か、またそれぞれにはどのような生

理作用があるのかを簡潔に述べた上で、それらのホルモン分子が共通に

もつ性質および作用機構を説明しなさい。なお、グループの一つは、エ

ストロゲンである。 

問 5 脳下垂体前葉から分泌されている生殖腺刺激ホルモン FSH と LH およびそ

れらの構造には性による違いが見られない。では、それらの生殖腺にお

ける働きに、雌雄で違いがあるのだろうか。生殖腺における FSH と LH

の働きを雌雄で比較しなさい。 

 

 

（第５問終わり） 
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植物生態学 

 

第６問 地球規模の炭素循環に関する以下の文を読み、問１〜3 に答えなさい。 

 

 生物は周辺環境の影響を受けるだけでなく、生物活動を通じて周辺環境に

も影響を与えている。地球を例に考えてみよう。近年の地球環境に対して最も

大きな影響を与えている生物はヒトであり、その一例が今日の地球温暖化であ

る。地球温暖化は、地球上の生物に多大な影響を及ぼすことが懸念されてお

り、地球温暖化と関係の深いア大気 CO2濃度の変化パターンの把握が重要であ

る。 

これまでの研究から、大気 CO2濃度だけでなく、大気 O2濃度の変化パターン

を把握することの重要性が指摘されてきた。O2は植物の光合成によって生成さ

れる一方で、生物の呼吸と化石燃料の燃焼によって消費されている。CO2は生

物の呼吸によって生成される一方で、陸域や海洋に吸収されている。さらに、

O2は CO2と異なり海洋にほとんど吸収されない。これらの作用によって、近年

の大気 CO2濃度は増加傾向であるのに対し、大気 O2濃度は減少傾向にある（図

１）。 
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最近の観測によって、イ実際に消費した化石燃料から計算される CO2濃度と大

気 O2濃度は、実際に観測される大気中の 2つのガス濃度と異なることが明らか

になった。これらのガス濃度の変化から、大気 CO2の吸収源の推定も可能であ

る。 

 

問１ 下線部アについて、図２は 2004 年から 2007 年までの北半球（実線）と

南半球（点線）の大気 CO2濃度を模式的に示したものである。このよう

に、北半球と南半球では大気 CO2濃度とその変動パターンが異なること

が知られている。 

 

（１）北半球（実線）と南半球（点線）の大気 CO2濃度とその変動パター

ンに関して両者で異なる点を全て列挙しなさい。 

（２）（１）のように両者の大気 CO2 濃度とその変動パターンが異なる理

由について述べなさい。 

問２ 下線部イについて、1999 年から 2009 年までの間で実際に観測された大気

CO2濃度の変化が化石燃料の消費から計算された変化よりも小さくなるメ

カニズムを列挙しなさい。 

問３ 下線部イについて、陸域の CO2の吸収量と O2の放出量は同量であり、かつ

海洋は O2 を吸収も放出も行なわないとすると、実際に観測された値と化

石燃料の消費から計算された値の違いを説明することができる。図中の

線分 A、B、Cがそれぞれ何を示すか答えなさい。 

 

（第６問終わり） 

  

図２．北半球と南半球における大気CO2濃度の変化 
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島嶼生態学・生物多様性 

 

第７問 以下の文を読み、問１〜２に答えなさい。 

 

島に生息する種の数は島の面積が小さいほど減少することがよく知られてい

る。このような種数－面積関係は、生態学的パターンの中でも最も一貫性のある

関係である。大きな面積の島や区画ほど、多くの種が生息しているのは、大きな

区画や島ほどその中に様々なタイプの生息場所が含まれているからだ、という

のが一番確かな理由だといってよいかもしれないが、MacArthur と Wilson は、

この説明は単純すぎるとして、島の生物地理学の平衡理論を提唱した。 

 

 

問１ 平衡理論は、ある島の種数が島への移入と島での絶滅とのバランスで決

められる、という考えである。この考えをベースに、MacArthur と Wilson

が組み立てた理論を適切な図を用いて説明しなさい。 

 

 

問２ 島の生物地理学の理論からいくつかの予測が立てられるが、平衡理論だ

けから予測される事象について説明しなさい。 

 

 

 

（第７問終わり） 

 






	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


